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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
全
要
素
生
産
性
と
格
差
の
関
係
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
全
要
素
生
産
性
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
は
、
資
本
や
労
働
と
い
っ
た
生
産
要
素
の
投
入
量
だ
け
で
は
計
測
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
全
て
の
要
因
に
よ
る
生
産
へ
の
寄
与
分
の
こ
と
を
指
す
と
認
識
し
て
い
る
。
お
尋
ね
の
「
具
体
的
な
構
成

要
素
」
が
「
資
本
や
労
働
と
い
っ
た
生
産
要
素
の
投
入
量
だ
け
で
は
計
測
の
で
き
な
い
全
て
の
要
因
」
の
具
体
例
を
指
す
と

す
れ
ば
、
例
え
ば
、
革
新
的
な
技
術
の
導
入
や
、
産
業
間
の
資
源
配
分
の
変
化
等
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

全
要
素
生
産
性
上
昇
率
は
、
算
出
方
法
等
に
よ
り
値
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
申
し
上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

経
済
協
力
開
発
機
構
（
以
下
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
」
と
い
う
。
）
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
平
成
十
三
年
か
ら
平
成
十
九
年
ま
で
の
年

平
均
で
は
、
日
本
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
二
十
か
国
中
第
八
位
、
平
成
十
九
年
か
ら
平
成
二
十
三
年
ま
で
の
年
平
均
で
は
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
加
盟
十
九
か
国
中
第
四
位
の
上
昇
率
と
な
っ
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

全
要
素
生
産
性
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
人
的
資
源
の
質
の
向
上
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
質
の
向
上
、
経
済
活
動
に

一



関
す
る
社
会
的
仕
組
み
全
般
の
改
革
等
が
重
要
な
要
因
と
認
識
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
人
材
育
成
や
職
業
訓
練
の
拡

充
、
先
端
設
備
へ
の
投
資
促
進
並
び
に
事
業
再
編
の
促
進
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
及
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促

進
の
た
め
の
取
組
の
強
化
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

四
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

我
が
国
の
経
済
成
長
の
た
め
に
は
、
民
間
投
資
の
拡
大
、
人
材
の
活
用
・
育
成
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
等
に
よ
り
、

潜
在
成
長
率
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
我
が
国
の
生
産
年
齢
人

口
が
減
少
す
る
中
、
潜
在
成
長
率
を
高
め
る
た
め
に
は
、
就
業
率
の
上
昇
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
希
望
す
る
誰
も
が

働
く
こ
と
が
で
き
、
持
て
る
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
格
差

対
策
や
社
会
保
障
政
策
等
の
実
施
に
よ
り
、
格
差
が
固
定
せ
ず
、
誰
に
も
何
度
で
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
社
会
を
築
く
こ
と
で
、

「
頑
張
る
人
は
報
わ
れ
る
」
と
い
う
社
会
の
信
頼
の
基
盤
を
確
か
な
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
意
欲
あ
る
全
て
の
人
々
が
社

会
参
加
や
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

他
方
、
格
差
対
策
や
社
会
保
障
政
策
が
、
人
的
資
源
の
質
の
向
上
等
、
全
要
素
生
産
性
の
上
昇
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
要

因
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
効
果
を
有
す
る
か
一
概
に
は
言
え
な
い
。

二


